
電話

Ⅰ 第 ５ 章
１ 節
１ 施策

① ② ③

a b
c d
e f

生涯学習の推進
生涯学習機会の充実

担当部課名

主要事業計画対象の有無

相原公民館

４　評価指標

7,3007,080
実   績

〔金額単位：千円〕

平成14年度

指　標　②
指　標　③

8,000

実   績

8,000 8,000

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

15110

政  策  名

事務事業名 事業コード

いきいきとした生涯学習社会をつくります

0

8,000

2,248

8,000

2,293

2,2482,293

0 2,405 2,057

2,0572,405

館報の年間発行部数

指標式

総事業参加者数 館報発行部数

指標名

文化部事業参加者数＋体育事業参加者数
＋青少年部事業参加者数＋各学級参加者
数

・文化部事業　　２２事業
・体育部事業　　１４事業
・青少年部事業　１３事業
・その他学級　　２学級

市町村その他一定区域の住民のために、実生活に即する教育、学術及び文化に関する
各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活
文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。（社会教育法２０条より
抜粋）

館区内地域住民及び在
勤・在学者

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

該当なし

基本施策名
施  策  名

第
第

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

指　標　① 7,3006,6048,592

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標
平成11年度

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

〔様式　１〕

　　　（７７３）７８０

事 務 事 業 評 価 表

平成１４年度

0 0 0 0

平成13年度（評価対象年度）平成12年度
実   績 目   標

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

公民館活動費　相原公民館

社会教育法第２０条～４２条

年度

約８，０００人

計 画 名該当なし
　年度～　

～63

生涯学習部

無



95.2%
2

6,604.0 8,000.0 ③ e
7,300.0 8,000.0 f

1

1

2

2

1

あ　る

な　い

あ　る

な　い

3

事業の性質上、年度によって事業内容
が大きく変わる可能性が高く、予算を圧
縮することは事業展開をする上で不具
合を生じる。

見　直　し

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

好評につき定番となった事業の継続と、新規事業の開拓を進める。

②  c
 d

6

地域住民と密接に関わる事業であるため、難しいと思われる。

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

環境問題や高血圧症等現代病に関する事業を毎年展開している。

コスト改善余地

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

100.0%90.5%
 

 
 

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

公民館の存在や事業展開について未だに知らない市民が多くいることから、市民
の需要を全て満たしているとはいえない。

評 価

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

他自治
体の類
似事業
との比
較

他自治体とは、公民館の運営体制（職員体制など）・運営方法が大きく違うため一
概にはいえないが、事業内容については大差ない一方、事業数は相模原市は非
常に多い。（例：他市において体育事業は体育協会で実施している）

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ★ ☆ ☆

７ 総合評価

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

参加者・受講者が定員を越えることもあり、需要が高い。

理由：

理由：

理由：

理由：

理由：
事業実施にあたり、雨天のため参加者が伸び悩んだ事業が多かった。

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

市内各公民館で実施される事業により、相模原市全体の生涯学習社会の推進が
なされるため。

更に魅力ある事業を企画・実施するこ
と。

成果向上の余地
≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C

A

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ


